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要約

目的：関東大震災の文献資料のうち、当時の東京市で地震や火災から逃れて生き延びた人々の体験記等から被災食生活を考察し

防災に役立てることを目的とした。方法：文献より「食」に関する記述を抽出し、項目ごとに整理した。さらにカテゴリー、注目ワー

ドを記して分類した。結果：被災直後の避難に携行した食物や、ライフラインが途絶え、調達が困難な中でどのような食事をした

のかといった食生活をある程度知ることができた。関東大震災の体験者の記述からは、現代と異なる社会、食生活であっても、現

代の東京で被災した場合にも危惧される食の危機的状況が起きていたことが示唆されている。
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Summary 
　　　Purpose: To utilize the result of document analysis of dietary life in Tokyo City aff ected by the Great Kanto Earthquake.  
Method: Sentences related to food, drinking water etc. were extracted from documents.  The text was analyzed by editing by item, 
attaching category fl ags and words of interest.  Results: What kind of food the people carried when they escaped from the disaster, 
how they survived the hardship during lifeline disruption and insuffi  ciency of supplies, were grasped to some degree.  It is suggested 
from the descriptions by the earthquake survivers that, even in the society and dietary life, diff erent from those in the present day, 
the food crisis deeply concerned now, occurred at the time of the Great Kanto Earthquake.
Keywords: Great Kanto Earthquake,Tokyo City, dietary life

1. はじめに

防災に役立てることを目的として、関東大震災（1923

（大正 12）年 9 月 1 日）における東京市の被災者の食生

活について一般の人による体験記をもとに考察し報告す

る。

主な文献資料としたのは、品川区が1978年（昭和53年）

に編集発行した「大地震に生きる―関東大震災体験記集

―」1) である。関東大震災から 55 年経過した時点では、

被災時の記憶を持つ人々がまだ多く存在していた。品川

区が区内に住む関東大震災の経験者の投稿を募集し、寄

せられた 105 人の体験記を編集したものである。これら

経験者は 1978 年当時の品川区民であるが、1923 年当時

には品川区以外の場所を含む東京府・東京市の各地など

に住んでいた人たちである。100 年経過した今となって

は貴重な証言集と考えられる。

また、染川藍泉著「志んさい日誌」復刻版 2) を補助

的文献資料とした。著者の本名は染川春彦、当時東京市

京橋区の十五銀行本店の庶務課長をしていた人物で、同

人『三昧』の俳人でもあった。「志んさい日誌」は震災

当日大正 12(1923) 年 9 月 1 日から 10 月 10 日まで、勤

め先の銀行で被災してからの職場の様子や、市内の状況

や、私生活の様子を詳しく記している。

また、武村雅之編著「天災日記 鹿島龍蔵と関東大震災」
3) も補助的文献資料とした。「天災日記」は鹿島組（現・

鹿島建設）の理事長であった鹿島龍蔵が記した 9月 1日

から 9 月 10 日までの日記である。龍蔵の姉の夫である

鹿島精一が３代目の経営者で組長であったが、精一の一

家は延焼で深川の邸から焼け出され、龍蔵の居住する田

端は無事であった。

その他、「シリーズ大正っ子」というシリーズ刊行か

ら 2 冊を補助的文献資料とした。「シリーズ大正っ子」

は大正生まれの人の自叙伝シリーズで、多賀義勝著「大

正の銀座赤坂」4) と岸井良衛著「大正の築地っ子」5) を

資料とした。多賀義勝の祖父は九州の小笠原藩士であっ

たが新橋に料亭「湖月亭」、「花月楼」を開業した。義勝

は父の広告業や親族の飲食店経営に従事しており、後に

出版業界で長く働き、読書推進運動協議会の常務理事・

事務局長を務めた。岸井良衛は弁護士の長男で、後に芸

能プロデューサーとして活躍した。これらの補助的文献

資料は大正時代の食生活や文化を知るための資料として

も利用した。

これらの文献資料によるドキュメント分析から被災食

生活を考察し防災に役立てたい。

2. 方法

（1）抽出

ドキュメント分析を行うために、品川区「大地震に生

きる―関東大震災体験記集―」より「食」に関する記述

を抽出し、分類整理するために項目ごとに表とした。項

目は「頁」「被災地」「性別」「年齢」「職業など」および
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「抽出記述」とした。表１に一部を示す。

「志んさい日誌」より同様に抽出し項目を「頁」「場所」「日時」「抽出記述」として作表した一部を表 2に示す。

「天災日記」より同様に抽出し項目を「頁」「場所」「日時」「抽出記述」として作表した一部を表 3に示す。

「大正の銀座赤坂」より同様に抽出し項目を「頁」「場所」「時期」「抽出記述」として作表した一部を表 4に示す。

表 1

表 2

表 3

表 4
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「大正の築地っ子」より同様に抽出し項目を「頁」「場所」「時期」「抽出記述」として作表した一部を表 5に示す。

（2）テキスト補正

ある程度読みやすくするため、漢字使いの一部を、意

味が分かりにくいため一般的なものに変えた。品川区「大

地震に生きる―関東大震災体験記集―」の分類の際に「握

り飯」「むすび」「たくあん」「タクアン」等複数の呼び

名を便宜上、おにぎり、たくあんに統一した。

（3）分類

「大地震に生きる―関東大震災体験記集―」の抽出テ

キストに以下の 1) ～ 5) のカテゴリ、注目ワードを付し

て分類した。

1）避難

2）避難生活

3）食支援

4）調達困難

5）復旧の動き

表 6に一部を示す。

3. 分類結果

「大地震に生きる―関東大震災体験記集―」を中心に

分類整理してまとめた内容は以下の通りである。

105 の体験記のうち、72 の体験記に「食」に関する記

述があった。また、「食」に関する記述が無かった体験

記のうち、25 の体験記では記録末尾に [ 提案 ] を付し

て食料備蓄を挙げていた。当時の年齢は7歳から33歳で、

14 歳以上からは働いている人が多かった。以下、記述

の引用の後のカッコ内に、投稿者の当時の年齢、職業な

ど、および被災地（当時の地名）を示す。なお、夫々の

体験記は震災から戦後まで生き抜いた人々の貴重な証言

であるので、記述をできるだけそのまま引用することに

した。

（1）避難

関東大震災は 1923（大正 12）年 9 月 1 日、正午の 2

分前に発災し 6)、人々は職場や自宅などさまざまな場所

で被災した。やがて「近所の男の人が大きな包を背負っ

て帰って来た。『火事が広がって来たよ。通りも逃げて

来た人が多くなって来たよ』といいながら、包をあけて、

菓子パンを分けてくれた。」（14 歳（中学生）被災地：

旧本所区向島中之郷町）とあるように、徐々に火災が広

がった。次のような避難準備の記述がある。

「父はまた家にもどり、一升ビンや他の入れ物に飲み

水を入れ、ガスの元栓は家をはじめ近所中閉めて、火に

気をつけるように大声で言い歩きました。次に、朝作っ

たごはんを全部おにぎり（おむすび）にし、梅ぼしやた

くあん等用意し、赤ん坊のミルクや薬などを箱につめ

て、私たちのところへ運んで来ました。」（11 歳（小学生）

被災地：港区芝大門町）

たった一人で決断を迫られた人もいた。「私はどうな

ることかと考えたが、相談相手もなく、ただ『落ち着く

表 5

表 6
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んだ！』と自分にいい聞かせながら、まず朝食の残りの

飯を全部食べ、持てるだけの荷物をまとめた。」（20 歳（報

国貿易の住込み給仕）被災地：京橋区三十間堀）

逃げる時に食べ物などを持ち出した記述が多く見られ

た。「ふと気がついたとき、私の右手にはヤカンがあっ

た。ちゃんと水が入っていて、誰が持たせてくれたのか

おぼえていない。」（10 歳（小学 3 年生）被災地：京橋

区三十間堀）「私の持物はとみると教科書の入ったカバ

ンと薬缶一個、水がよほど欲しかったらしい。」（13 歳（女

学生）被災地：京橋区加賀町）「私には二人の子供がおり、

この恐怖の中で飢えさせることはできません。勇気を起

こして家の中に入り、（中略）梅干と青菜、その塩漬と

味噌漬とを持ち出しました。」（26 歳（東京築地水交社

員の夫人）被災地：蒲田区日枝神社付近）

「大正の銀座赤坂」でも、多賀（19 歳）が炊き立ての

ご飯を移したばかりのおひつを抱え、弟に水の入った薬

缶を二つ持たせて避難している。

調理器具まで持ち出した人もあった。「妻を外路にま

たせて、僕は単身、崩れ落ちた障害物を取り除けて、二

階に上り、重要書類や、一部の寝具および炊事用の鍋釜、

米等を、崩れかかった窓の間から、窓外に投げ出し、七

輪一つを抱えて、無事に屋外へ脱出することができた。」

（31 歳（報知新聞社員）被災地：芝明舟町）

人々は逃げるうちに、やがて喉の渇きに苦しめられた。

「朝飯を食べただけだったのでお腹はすくし、暑いので、

のどがかわき、飲みたくても水がなく困りました。こん

なにのどのかわいた思いはあのとき以外ありません。（中

略）上野の山を後方へ逃げて行く途中で、下谷の谷中を

通ったらビールを売っている店がありました。あまりに

のどがかわいたので、そこでビールを一本買って水の代

わりに飲んだときの気持ちは未だに忘れることができま

せん。」（26 歳（草履製造者の下で働く）被災地：浅草

区山谷町）

「のどはかわく、腹はすくが、足にまかせて歩いた。（中

略）のどがやけつくようにかわいた。主人が持っている

のが酒だと知っていたが、がまんできず一口入れた。そ

のうまさ ‼」（27 歳（主婦）被災地：本郷区菊坂町）

池の水を飲んだ人もいた。「空腹になる。水が飲みたい。

しかし水道の水は止まっている。父はどこで手に入れた

のかサイダーの空瓶に不忍池の水を汲んできた。私たち

はかわるがわる飲んで咽喉をしめした。暑いのでもっと

水がほしいと思った。」（7歳（不明）被災地：神田岩本町）

「兄は、『昨夜お前に飲ませた水を見てきたが、青い溜

り水だった。よくお腹を壊さなかったね』と私にいう。」

（13 歳（不明・目の治療のため上京、親戚の家に滞在）

被災地：日本橋区馬喰横山）

空腹になると、持ち出したおひつのご飯、そのご飯で

作ったおにぎりや梅干を食べた。「おにぎりとサイダー

で夕食。ここも危ないと、竹町通りへ逃げた。朝になった。

氷屋さんに入ったら、だれもいない。サイダーを七本か

りてきた。」（14 歳（大手町電話交換台「見習」）被災地：

浅草区福井町）

（2）避難生活

空き地などへ逃げた人々は、食事に苦労したことを記

述している。宮城前広場へ逃げた人は「水のない野宿生

活で、お濠の水を飲んでいたのに、下痢をおこしたとい

う話を聞かなかった。みんな精神力の賜ものかもしれな

い。」（11 歳（小学生）被災地：日本橋）と記述している。

日比谷公園にも大勢の人が避難した。「3 日目頃から、

食べ物や飲料水が欠乏してくる。日比谷公園内の池にた

くさんいた水鳥や鯉は、誰かに食べられたのか一匹もい

なくなった。私たちは池の水を飲んで飢えをしのいだ。」

（25 歳（深川森下町の住み込み店員）被災地：深川区森

下町）

知人や親戚を頼ることが出来た人々もいた。「3 日目

に赤坂御所へ移動し、近くの親戚に厄介になり、鰹節の

入った握り飯にありついたときのおいしかったことは、

五十年経っても忘れられない。」（13 歳（女学生）被災地：

京橋区加賀町）

郷里や親戚のもとへ疎開する汽車での食事についても

記述が見られる。「二時間ほどで東北線の古河駅に着き、

駅ではさつまいもを配給してくれました。」（11 歳 ( 小

学生 )被災地：南千住三の輪）

「長野駅では鉄道省から配られたおむすびだけだった

が、車が長野県の県境を過ぎて愛知県に入ると、駅ごと

に町や村の人たちが食べ物や慰問品をいろいろと窓か

ら出して私たちの手に贈ってくれる。」（12 歳（小学生）

被災地：下谷区（台東区）竹町）

（3）食支援

避難した場所で配給を受けた記述も見られる。上野の

山で 1 日の夜を過ごした人は「谷中の警察から玄米む

すび三個をようやくもらえた。」（14 歳（深川工場勤務）

被災地：浅草栄久町）

解放された浜離宮でも早くから配給があったが、それ

は直ぐに食べられるものではなかった。「夜が明けて六

時頃、品川方面からトラックに白米を積んで来てくれま

した。一人五合くらいで、十人分頂戴し、皆の喜びは大

変なものでした。母は早速、歌舞伎裏の自宅焼け跡から

釜を持ち帰り、めしを炊いてくれましたが、釜が水を吸っ

てしまうので困ったそうです。塩を持っている人、梅干

を持っている家族、みな持ち寄って朝めしを食べまし

た。」（21 歳（和服裁縫業）被災地：京橋区木挽町）

「（宮城前広場で）3 日朝九時頃、宮内省の騎兵隊から

カンパン二個ずつの配給があり、みんな地獄で仏に会っ

た心持であった。」（23 歳（勤労学生）被災地：神田三河町）

浅草の浅草寺でも配給があった。「3 日目の朝には玄

米のおむすびが配給になりました。またお米を配給する

から行列をつくれといわれ、あの広い境内に二重三重と

長い列をつくって、やっと三号ほどのお米を貰いました。

（中略）その後しばらくは、毎日毎日、観音様の境内ま

で米、梅干、タクワン、ジャガイモなどの配給を貰いに

行くのが私の日課でした。」（15 歳（店に奉公）被災地：

台東区浅草田町）

「何日かたって玄米が配給になりました。そのときは

玄米もおいしかったのですが、今ではとても食べられま

せん。」（9歳（不明）被災地：深川本村町）

「道路に並んで玄米のおにぎりやカンパン・缶詰の配

給を受け、（中略）被災者としては恵まれた一週間でし

た。」（13 歳（学生）被災地：深川区猿江町）

「このような騒ぎの中で、食料の不足は感じなかった

が、品川町役場で小麦粉の配給があり、袋を持って貰い

にいった記憶がある。」（10 歳（小学生）被災地：品川

区東品川）

食支援に関する記述の 24 のうち 20 は市民による支援

であった。以下は、自らも避難したが炊出しに従事した

人の記述である。「避難民はちょっとの間に広い場所に

いっぱいになった。当時、青年団長だった講談社の野間

清二社長の指揮で炊き出し、女三人もお手伝いをして、
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おにぎり（おむすび）をこしらえて避難民に与えた。子

を負ぶった母は、手を合わせて涙ながらに食べていたの

が瞼より離れない。」（27 歳（不明）被災地：文京区と推測）

避難民の中にも助け合いが行われた。当時 12 歳の子

供（被災地：小石川）は岩崎ヶ原という広場へ逃げたが、

「下谷の方からぞくぞく逃げて来た人々に、母の実家（青

果市場の問屋）から山のように運び込んだ西瓜をおまわ

りさんのサーベルで切って、みなにあげて喜ばれまし

た。」と記述している。

当時 11 歳の小学生（被災地：南千住三の輪）は常磐

線のガード下で寝起きしたが、「一週間ほど前に田舎か

ら米が送られてあったので、早速炊き、父と母がおにぎ

りをつくりました。私も不出来ながらもいっしょにつく

り、二百個くらいでき、それを通行人の被災者の方々に

差し上げました。」と記述している。

上野へ移動する途中に、米屋で運び出してくれと言わ

れた人（18 歳（土木工事業に従事）被災地：下谷区入谷町）

はそれを避難者に運んだ。「私は連れの若者たちと米四

俵を貰って、山手線に止まっていた列車の中に運び込ん

だ。そのほか酒や醤油、味噌、缶詰なども手に入れた。（中

略）博物館の近くに移動した。そこで避難して来た人た

ちに私たち若者が持ち運んだ食糧を分けてあげて、たい

へん感謝されたものである。」

無事であった人たちも率先して避難者を支援した。製

氷卸問屋・かき氷屋の子供（12 歳（不明）被災地：荏

原郡大井町）は母親と共に父親を手伝って氷を砕いて避

難してくる人たちに配った。「3 日目もブッカキ作りで

泣きたい思いをした。氷にはオガクズが付いていたが

ワァワァと貰いにくるので、氷を洗う暇もなかった。し

かしそのブッカキ氷を拝むようにして行く人、涙を浮か

べて喜びを現わす人などを見て、手の豆の痛さを忘れる

ほどうれしかった。」

当時 32 歳の主婦 ( 被災地：東京府下荏原郡 ) の所へ

は、2 日の昼頃に知人が訪ねて来た。「お昼近くになっ

て、池田に住む知人が友人三人と来て『電車がなく歩い

て来た。家は火災にあい食べる物なく、着のみ着のまま

なので、何か食べさせてほしい』というので、米をたき、

食べさせ、残りを握りめしにして持たせて帰宅させまし

た。」

さらに、避難者は華族など富裕層の邸宅にも逃げ込ん

だ。当時 17 歳の桜橋興信所に入社 3 日目であったとい

う新入社員（被災地：京橋区桜橋）は、頭と腰を打ち重

傷を負うが、男性社員に助けられた。「その後、社員の

方は私につきっきりで、親切におぶって、後藤新平さん

のお邸につれていってくれ、おにぎりやら水をいただき

ましたが、そこにも火がついたので、築地の河岸に避難

しました。」

当時 33 歳の彫刻家の夫人（被災地：品川町北品川）は、

外国人が千名ほど抜刀してバルチザンのような行為をし

ながらやって来ると聞いて「岩崎さん」（岩崎邸）へ避

難した様子を書いている。「私はもうとっくに偵子をしっ

かり背負ってしまっていた。『じゃお父さん、私たちは

岩崎さんへ行きますよ（略）』 『ああ、よし』という。私

は子供の綿入れと食料を入れたバスケットを右手に、左

手に瓔子の手をひいて駆け出した。」

鹿島龍蔵「天災日記」からの 9 月 2 日の記述を次にあ

げる。「帰って見て驚いたのは家中人になって居た事で、

僕の顔を見るなり、挨拶にと頭をそろえてやって来る。

無論知った顔が主であるが、又知らぬ人も随分多勢であ

る。家の中から外にかけて二百人位は居た様だ。無論知

人及び其（そ）の同伴者は屋内に、然らざるは戸外であ

る。」

染川藍泉「志んさい日誌」からの 9 月 2 日の記述を次

にあげる。「玄関の間の四畳半には、見も知らぬ避難者

達が居る。此人達は門の所で泣ていたから内へ入れたの

だと妻は言った。私が帰ったことを知って、玄関の間か

ら首を出してその主人と伝ふ男は挨拶した。それが遂に

は感極まっておろおろと泣き出して私を拝むのであっ

た。」染川は富裕層ではないが、当時日暮里町谷中本に

藍泉居と名付けた二階建八間の家に家族 4 人、書生 2 人、

および女中 2人と住んでいた。こうした家にも避難者が

逃げ込んで来た。染川も避難者を追い出すようなことは

なく、「家族たちを大勢引き連れていて、そんな気の弱

いことでは駄目だ、も少し元気を附けて、この災厄に打

ち勝たねばいけぬと私は彼を激励して、その主人と云ふ

男にコップで葡萄酒を飲ました。」

「志んさい日誌」では翌 9 月 3 日の食事の記述がある。

「女達は井戸端に出て、ひちりんに火を起こしたり、米

を研いだりして、炊事に一時台所を賑はした。（中略）

台所の飯の用意が出来ると、それを握り飯にして、皆避

難の人達に配った。子供達は喜んで食べた。ほんの握飯

と香の物だけであるが、此際何とも云へない味のもので

あった。」

また、多賀義勝「大正の銀座赤坂」でも、多賀の父の

知人であり家主でもあった裏の寺へ一家で避難した後に、

大勢の親戚知人が逃げて来たという記述がある。「赤坂

の花月の伯母が手廻りの品だけを持って避難してきたの

は夕刻だった。母の妹も新富町から大廻りして築地から

木挽町をやっと抜けて、芝の山内から飯倉へ出たといっ

て、手や足を傷だらけにしてやって来た。ほかにも持ち

物を途中で捨てて命からがら逃げてきた親戚や知人をふ

くめると、三十人を越えて寺の本堂に入りきれなくなっ

た。（中略）女たちと子供を本堂に寝かせて、私たち男

は庭の樹に蚊帳を吊って交替で休むことにした。」翌朝

は多賀の母が朝食の支度をする。「明けて二日、母は伯

母のところの女中たちに手伝わせて食事を受け持って

いた。そのころ、余り丈夫でないので私たち兄弟は心配

をしたのだが、てきぱきと手を打つ采配ぶりは見事だっ

た。ガスは止まってしまっていたので、炭屋から炭を届

けさせた。水は寺に井戸があった。心配した米は私の家

の出入りの米屋が間に合わせてくれるというので安心し

た。だが、副食物には困ったらしい。何分にも三十人を

越す大世帯だった。これも結局は、平素取りつけの魚屋、

八百屋、酒屋などが助けてくれたらしかった。余震もよ

うやくおさまって、ひとまず落ち着いたころ、母がしか

るべき品物をこしらえて世話になった礼に歩いた時、私

も同道したことを覚えている。」

（4）調達困難

次は食料不足に苦しむことになった。「翌日からは食

糧の不安な生活が始まったのです。姉の店先は人の行列

で、一日でお店の中は空になり、娘の頃の私は驚いたも

のです。米の配給が始まったのは五日目くらいだったと

思います。」（17 歳（乾物商店手伝い）被災地：荏原郡

桐ケ谷）

「今度は食糧がなく、米や缶詰、醤油等いち早く売り

切れてしまった。私どもは米がなく、親戚の埼玉県鴻巣

村まで、リヤカーを引いてメリケン粉をもらいに行き、

毎日スイトンを作って食べた。」（13 歳（不明）被災地：

荏原郡大井町）
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父が『米屋に行って米一俵いくらか聞いて来い』といっ

た。私はとりつけの米屋で二十円と聞いて父に告げると、

『高いな』といって買わなかった。」（14 歳（不明）被災地：

上大崎）

「私の家では、井戸水でしたので水には不自由はしま

せんでしたが、やがて米が高くなって買えず困りました。

商人は米があっても売ってくれませんでした。」（32 歳

（主婦）被災地：東京府下荏原郡）

「志んさい日誌」では次のような記述がある。「地震の

直ぐ後に、貯への米が少しだけしか残っていなかったこ

とを知った妻は、出入の米屋に逸早く買ひに出掛けたさ

うであるが、一升しか売らないと言った。何と云ふ米屋

であらう。一升二升の米で私達の家族と避難してきてい

る家族達とが幾日食って行かれやう。妻は玄米でも可い

から一俵売って呉れと交渉したら、米屋の阿爺、持てる

ならお持ちなさいと言った。妻は直ぐに書生達を連れて

行って玄米を一俵持て帰った。その一俵の玄米が私達の

十日間位の命を繋いだのであった。何處でも然ふであら

うが、殊に此時日暮里辺の商人は悉く悪ごすくて、不届

なものだと皆が言った。商人達は戸締りをして留主を装

ほって居った。利己主義も時に依ることである。」

鹿島龍蔵「天災日記」では、9 月 4 日に、世間の食料

事情を案じた鹿島が近所の米屋を訪ねている。「朝七時

澤田米店へ行く。宅の米を案じてにはあらず。災後最早

三日を経過したる事故に、そろそろ一般的に食料の欠乏

が始まりそうである。之（こ）れが人心を険悪にする最

大原因であるから、此（こ）の辺の米屋供が集まって、

供給を考うべきである。其（そ）の為めには、僕として

も心当りを彼等に教え、彼等は役場の証明を得て、其（そ）

の輸送から分配をなさば可なり、と思ったからである。

然るに米屋は閉されて、主人の外出先が知れぬとの事で

あった。」

（5）復旧の動き

復旧過程については、飲食店の屋台が増えて来たとい

う記述がある。「日がたつにつれて救援物資も配給され

るようになり、スイトンの屋台もたくさんできたので、

道行く人の心もなごみ、微笑も見られるようになった。」

（21 歳（農商務省横浜生糸検査所勤務）被災地：横浜市）

その後の東京の様子は、ちょうど終戦直後のヤミ市の

如く、上野あたりにスイトンやおでん等食物の商売が氾

濫し、庶民をうるおしてくれたものでした。」（8 歳（小

学生）被災地：日本橋区薬研堀（東日本橋））

染川藍泉「志んさい日誌」では、「最初に興ったもの

は、何よりも飲食店であった。ひもじい時の制しきれな

い欲望と、その傾向に迎合することが最も手ッ取早いと

思った人達は、皆食ひ物屋を初めた。」という記述があ

る。染川によれば、よしず 1枚張れば商売ができたので、

到る所に食物屋が出来たという。不衛生な状態で、蚊と

蝿が異常に増えたとある。「さう云った食物屋には、国

家の為に活きやうと思ふ人達は、決して這入る気にはな

れなかった。併しこれらの飲食店に飛込む豪傑も沢山に

あった。」

「そのような中、一軒だけ焼け残った魚河岸料理「大

増」が大繁盛したという。染川は「大増」で食事をしたが、

待っていても丼が来なかった。「かうなると弱肉強食で、

どんどん人をせり分けて天ぷらの本もとに這入り込ンで

（原文ママ）、温かい所を貰って、元の自分の食卓に戻っ

て来る、と云ふ風にやらなければ駄目な塩梅である。私

は人々と共に丼を貰ひに出掛けた。（中略）その麦酒の

コップに盛った酒と例の皿とを自分で捧げて私は元の食

卓に帰った。その間まるで戦争のやうである。」

多賀義勝「大正の銀座赤坂」では日比谷公園の様子を

詳細に記述している。「旧音楽堂の前の広場に、バラッ

クが立ちはじめたなと思っていると瞬く間に増えて、い

つか縦横の道をはさんで立ち並んだのである。荒物屋あ

り、酒屋あり、八百屋あり、魚屋ありで、面白いことに

中央には浴場まで出来たことだった。（中略）震災前の

下町のどこかの町がそっくりそのまま移転してきたよう

な光景だったのである。また飲食店は別の一郭にあった。

音楽堂の裏側、心字池（しんじいけ）のほとりに集まっ

ていた。だがこれも喫茶店、そばや、汁粉屋、ミルクホー

ルなどが多く、酒を飲ませる店はあってもごく少数だっ

たように思う。寿司屋、天ぷら屋などは何故か見かけな

かった。だから此の小さな町は静かだった。朝私が通り

かかる頃、軒先きに七輪を持ち出して火をおこしている

女の人の姿など見受けられた。夜は夜で仕事を終った男

の人たちが、ところどころにたむろして談笑している光

景など平和そのものだった。」

多賀自身は、親族の経営する丸ビルの花月食堂が、よ

うやく再開し、丸ビルに通い出した。「壁面の大理石が

落ちた程度で、丸ビルには大きな被害はなかったらしい。

一方復興の仕事で人びとは町に溢れた。そして焼け跡で

食事を探すことに苦労した。焼け木杭に立ち退き先や尋

ね人の木札が打ちつけてある町角の、よしず張りの屋台

でうどん、すいとん、ゆであずきなどが五銭、十銭で売

られていたが粗末なものだった。丸ビルへ行こう。丸ビ

ルへ行けば何かあると、人びとは集まったのである。そ

して、オフィスビルは時ならぬ小さな盛り場に変貌した

のだった。（中略）だから花月の店も一日に何回かは表

戸を閉じて客止めをする盛況だった。しかしメニューは

再開してからしばらくは牛丼だけ、それも食券制で、や

がて他の丼物やお弁当、定食と順次品数を増やすこと

が出来たのは、その年も暮れる十二月ごろだったと思

う。私の父なども『花月の暖簾で牛丼を売ろうとは思わ

なかった。』と苦笑いしていたことを覚えている。後か

ら父に聞いたことだが、この牛丼には三菱の地所部が難

色を示したらしかった。だが米を確保するだけでも非常

な努力がいる上に、副食物のすべてが入手困難という事

情を説明して、ようやく了承を得たのだということだっ

た。」

岸井良衛「大正の築地っ子」には、小田原から知人夫

婦が築地に出て来て、焼け跡に小料理屋を出したという

記述がある。「一時は素人の俄か仕立ての食べ物屋がた

くさんに生まれたが、世の中が少しおさまってくると味

が判って来て、本職の店に集まるようになった。（中略）

同時に、これまで日本橋にあった魚河岸が築地へ移って

来たので、いよいよ店は繁昌をした。」

4. 考察

＜携行食料および飲料＞

避難の際に食料や飲料を持ち出した人々では、やかん、

ご飯の入ったおひつ、おにぎり、梅干し、たくあん等の

漬け物を持ち出したという記述が見られる。「大地震に

生きる―関東大震災体験記集―」全体の抽出ワードで見

ると、72 体験記中で「おにぎり」は 19、「米・玄米」は

6、「おひつ」は 3、「ご飯」は 2の体験記に登場している。

「梅干」「たくあん」などの漬け物は 12 である。

当時は朝に一日分の米を炊いておひつに移し、昼も夜

もおひつのご飯を食べていた 7)8) が、発災が昼食の時間
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帯であったため、食事の支度中あるいは食事中のおひつ

を抱えて逃げ、おひつのご飯をおにぎりにしたと考えら

れる。

岸井良衛「大正の築地っ子」に回想として、「僕たち

子供のころの食事のおかずというものは、現在と比べて

みたら、大変に粗末なものであったと思う。これは僕だ

けではないらしく、先日、舞踊会の稽古をしている時に、

古い人たちとの話の中で、『昔は粗食だった』というこ

とが話題になった。（中略）よく粗末な食事のことを一

汁一菜といういうが、大正時代は、一汁か一菜かであっ

た。（中略）たとえば、魚が一人前つけば、汁はつかな

かった。あとは、古漬けか新香の、糠味噌か塩づけの漬

物だけであった。」という記述がある。今でも「ごはん」

という言葉は「食事」と「炊いた米」を意味するが、当

時の質素な食事というのは、わずかな副菜でご飯（炊い

た米）を食べることが中心であった 8)。そうした食生活

であった当時の人々にとっては、食べられなければすぐ

命に係わるので、震災時も、避難するときに、とっさに、

おひつのご飯、おにぎり、そして、たいてい常備してい

る梅干しやたくあんなどの漬物を持ち出したと考えられ

る。

こうした行動には、当時の人々が持つ飢餓への危機感

が表れている。ただし、食料を備蓄していたという記述

はいずれの文献資料でも見られなかったので、非常事態

に備えた非常食の考え方はなかったと考えられるが、関

東大震災から 55 年後の「大地震に生きる―関東大震災

体験記集―」では、全 105 中 25 の体験記で、被災直後

の食の困難からの教訓として、1978 年時の [ 提案 ] に

食料備蓄をあげている。

さらに、「二、水は、実になににもまして大切であり、

確保すること。」（23 歳（教文館に勤務）被災地：京橋

区銀座四丁目）という記述があるように、水の必要性に

ついても 21 の体験記で [ 提案 ] に水の必要性をあげて

いる。

発災当日の 1923（大正 12）年の天候について振り返

ると、前日の台風の影響もあり東京付近では未明に強

い雨が降り、午前中に上がっていたが、曇りがちで蒸

し暑いところに、強い風も吹いていた 6)。地震発生後に

起きた火災はこの強風に煽られて燃え広がった。暑い日

であったところに火災による温度上昇により、逃げ惑う

人々はやがて喉の渇きに苦しめられた。不忍池の水を飲

んだ様子が記述されているが、飲料水が手に入らなけれ

ば何時の時代でも同様の困難に合うことは明白である。

＜食支援＞

いわゆる民間の支援についての記述が目立つ理由につ

いては、以下のように推測する。発災当日より東京府・

東京市および各区は直ちに緊急対応を開始したが、備蓄

がなく、炊事道具不足や停電、また区庁舎を焼失した

区もあり食支援は困難であった 6)。火災の収束する 9 月

3 日まで、安全な避難場所と思い逃げ込んだ場所で、多

くの避難者が焼死した。面積が 10ha あった被服廠跡で

は 40,000 人もの死者が出た 6)。体験記を読むと、危険

を感じて避難場所を転々と移動している記述が見られる。

このような混乱状態の中、社寺境内や華族、富豪などの

邸宅が解放され、炊出しや配給が行われた。それでも、

東京市の人口約 220 万人 6)9) に対して避難者の数は 107

万人以上（各避難場所の人数 6) から推計）と大変多かっ

たため、被災者の大半は親類縁者の援助に頼らざるを得

なかった。頼るあてが無く、仕事も失った人は郷里など

へ去った。汽車移動中は駅や鉄道沿いから食べ物の提供

を受けて疎開した。避難者は駅だけではなく、一般の人々

に支えられたのである。このように、行きずりの他人か

ら食べ物を提供された思い出は強く記憶に残ったと考え

られる。郷里へ向かう汽車の窓から食べ物や慰問品を送

られた人（12 歳（小学生）被災地：下谷区（台東区）竹町）

は、「この愛情の温かさは、五十有余年を経た今日でも

はっきりと心に刻みつけられて忘れることがない。」と

記述している。

また、体験記の中にも「岩崎さん」「後藤新平さん」

といった名前が見られるが、当時の階層社会における華

族など富裕層と庶民との関係の一側面が垣間見える。被

災した平民は迷うことなく大きな邸をめざして逃げ込み、

一方、邸宅側でも逃げて来る人々を受け入れて、食料を

配給するなど世話をしている。庶民は富裕層を頼りにし、

富裕層は周囲の面倒を見るべく行動している。現代の日

本社会とは異なる社会構造の中で、封建時代の名残りの

部分とも見えるが、富裕層はある種の公的な役割を果た

すところがあったと考えられる。

＜調達困難＞

被災直後では、商人が米を売らなかった、米の値段が

上がった、という記述がみられる。染川藍泉の妻は直後

に米屋と交渉して玄米を買いしのいだが、染川は商人た

ちの様子を厳しく非難している。鹿島龍蔵も米の不足に

よる世情不安定を心配して米屋に会おうとするが、最初

は店が閉ざされていて主人と会うことができなかった。

関東大震災時は、政府は非常徴発令を公布して米を徴

発または購入するなどして、9 月 6 日からは東京市中の

公設市場、7 日からは市内主要白米商店で白米・玄米を

売り出せるようにした 10)。また、暴利取締令を公布し

て食料品等の 11 種を指令して安定供給を図った 10)。

物価の上昇についても現代の被災生活と共通するもの

がある。筆者は仙台市で東日本大震災（2011 年）の被

災食生活の調査を行ったが 11)、肉や玉子、野菜などの

生鮮食品の値段が高騰し、住民の怒りを買った商店もあ

り、全体的に 2割、3割高くなっていたという発言があっ

た 11)。被災地域での需給・物価の安定を図ることは引

き続き困難な課題であると考えられる。

＜復旧の動き＞

やがて急ごしらえの屋台がたくさん出来た。染川藍

泉「志んさい日誌」によると、「滑稽なことには、浅草

仲見世の玩具屋絵草紙屋までが悉く食ひ物屋に変じた」

という。しかも不衛生な店舗があり蚊と蝿が非常な勢で

増えたが、そのような店にも入る客がいた。被災地でも

保健所の衛生指導が厳しく行われる現代では起こりえな

いことであるが、人が「食べる楽しみ」から逃れられな

いという点は何時の時代でも共通する。多賀義勝「大正

の銀座赤坂」では、徐々に復興して行く中で、やはり本

来の美味しい食事を提供する店が繁昌して行く様子が描

かれている。また、「大正の銀座赤坂」では、日比谷公

園に立ち並んだバラックの中に、「荒物屋あり、酒屋あ

り、八百屋あり、魚屋ありで、面白いことに中央には浴

場まで出来」、「震災前の下町のどこかの町がそっくりそ

のまま移転してきたような光景だった」という記述があ

る。別の一角に「喫茶店、そばや、汁粉屋、ミルクホー

ルなど」が集まり、「夜は夜で仕事を終った男の人たちが、

ところどころにたむろして談笑している光景など平和そ

のものだった。」という記述からは、ある種の災害ユー
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トピアが出現していたとも考えられる。この災害ユート

ピアでは商店や飲食店が果たす役割が大きかったと考え

られる。

また、「大正の銀座赤坂」では、復興のために働く人

たちが焼け跡で食事に苦労し、粗末な食事では満足でき

ず、美味しい食を求めて丸ビルへ押し寄せて大盛況とな

る様子を記述しているが、いかに食事が復興の活力を生

み出しているかがうかがえる。

＜今後の課題について＞

「大地震に生きる―関東大震災体験記集―」、「志んさ

い日誌」「天災日記」、「大正の銀座赤坂」および「大正

の築地っ子」より食に関する記述を抽出し、分類・整理

し、関東大震災時の被災食生活について考察したが、多

くの人が火災を逃れつつ体験した飢えや渇きは筆者の想

像をはるかに超えて厳しく苦しいものであった。50 年

以上経過しても体験者が指摘する水の備え・食の備え

は、現在と共通する重要な課題である。当時は東京市の

人口の半分近い数の人が避難者となり食の困難に直面

した。100 年後の東京都の人口は 1 千 400 万を超えてお

り 12)、首都直下地震など大規模の災害が発生した場合に、

避難者は断水・停電の影響を受けて発災２週間後に最大

で約 720 万人発生すると想定されている 13) ため、この

課題に対して強い危機感を持ち取り組まなければならな

い。

また、身分制社会であった大正時代では、富裕層によ

る救済があったが、平等社会である現代においては、被

災市民の世話をするのは基本的には行政とされている。

ボランティア活動が発展して来ているとはいえ、関東大

震災時と同様に東京都の人口の半分もの膨大な数の人

が避難者となると想定されており、こうした避難者の食

事の世話という膨大な負荷を行政やボランティアで負い

切れるものであるかどうかは不明である。100 年の間に

すっかり食生活が豊かになり、飽食の時代となった。し

かし大規模な災害で被災すれば食生活のレベルがどん底

に突き落とされ、100 年前と同様の困難に直面する可能

性が高い。関東大震災の体験者の記述からは、現代と異

なる社会、食生活であっても、現代の東京で被災した場

合にも危惧される食の危機的状況が起きていたことが示

唆されている。100 年の間にすっかり変化した東京でい

かに大災害を乗り越えるかを、あらゆる可能性について

検討しなければならない。
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